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　我が国は1959年以来、ITUの理事国として継続的にITUの運営に参

画・貢献してきました。ITUへの財政的支援としては、米国と並び最大

の拠出国として分担金（30単位）を支払っております。また、ITUの各

セクターの様々な会合を招へいすることでITUの各種活動を支援してき

ております。例えば、情報通信の開発指標を考える国際シンポジウム

（WTIS-15）では、ITU創設150周年記念事業の一環として2015年11月

に広島で開催しました。海外の副首相や大臣級を含む政務11名を含め、

約600名が世界各国から参加しました。また、2012年3月、仙台市で開

催された総務省・ITU災害通信シンポジウムでは、外国通信主管庁、通

信放送事業者を含む120名程度が参加し、震災や復興の過程で得た情

報通信分野に係る知見や教訓を共有しました。さらに、ITUにおける電

気通信の標準化や発展途上国の開発支援に多くの人的貢献もしておりま

す。2021年度現在、ITU-Tでは11ある研究委員会（SG）の中で議長2人、

副議長6人、ITU-Rでは6つのSGの中で、議長1人、副議長2人、ITU-D

では、2つあるSGの中で副議長1人が担っています。このような日本の国

際的な貢献は、総務省だけでなく民間企業等（セクターメンバー）の貢

献・協力と調和することによって高く国際的に評価されることになります。

このような日本のセクターメンバーとしては、2021年末時点で全33団体

（ITU-R：26団体、ITU-T：21団体、ITU-D：10団体）となっており、

最多の米国（63団体）に次いで第2位です。日本の後には、中国が32団

体、ドイツの18団体と続いています。Beyond5G（6G）など最新技術の

世界的な普及やコロナ禍で明らかになったICTニーズの世界的な実現の

ため、今後もICT分野の標準化や途上国支援の重要性はますます高まっ

てまいります。政府とセクターメンバーが引き続き協力して日本の国際貢

献を世界的に示していく必要があります。

ITUへの日本の国際貢献

総務省　国際戦略局
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　先月発刊した2022年4月号のITUホットラインでは、第13回

ITUカレイドスコープ学術会議の報告を掲載しました。その中で

もお知らせがありましたとおり、次回の第14回ITUカレイドスコー

プ学術会議は、2022年12月7～9日、ガーナのアクラで開催予定

です。

　テーマは「Extended reality−How to boost quality of experience 

and interoperability」で、既に論文の募集が始まっており、締切

は2022年6月20日です。

　詳細はこちらからご覧ください。

　https://www.itu.int/en/ITU-T/

academia/kaleidoscope/2022/

Pages/default.aspx
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